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１．総務省行政評価局について
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総務省行政評価局について（１）

 ４つの機能

行政評価局調査
・ 各府省の業務の実施状況に

ついて評価及び監視を実施

・ 行政の運営及び制度の改善

を推進
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政策評価
の推進

独立行政
法人評価

行政相談
行政評価局

調査



総務省行政評価局について（２）

 行政評価局調査の流れ

5

勧告等に基づく改善措置状況のフォローアップの実施

行政評価等プログラムの策定

事前準備

調査の実施

調査結果の取りまとめ

勧告等、結果公表



２．調査の背景
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調査の背景(1) ～インターネットの利用状況～

（注） 当省調査結果に基づく。 （原典： 総務省「平成20年通信利用動向調査」）
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 インターネットの利用状況



調査の背景(2) ～国の行政機関のホームページの利用状況～

（注） 当省調査結果に基づく。
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 電子政府の総合窓口（イーガブ）の利用状況



調査の背景(3) ～利用者の意見～
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かつて

今では

インターネットの広まり
支援技術の発達

自立のモチベーション
が高まる

点字化を待たなけ
ればならない

まだかなぁ

点字が読めない人も
（点字識字率10%)

現在

能動的かつリアル
タイムに情報を取
得可能

自分で
すぐに



３．政府の取組方針
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政府の取組 ～電子政府の推進～

 「電子政府推進計画」（２００６年（平成１８年）８月３１日策定）

・ JIS X 8341-3（注）を踏まえた高齢者・障がい者に配慮した
ホームページの作成等を進める

・ すべての人々にとって利用しやすく、分かりやすい行政情
報の電子的提供に努める

（注） 高齢者・障がい者等配慮設計指針―情報通信における機器，ソフトウェア
及びサービス―第３部：ウェブコンテンツ
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４．調査方法等
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調査方法等(1) ～調査対象・期間～

 調査対象機関 34機関

・ 全府省（１府１１省＋２１外局など）

 調査対象ウェブページ 1,514ページ

・ 各府省トップページ、 アクセス件数が多いページ
などを抽出

 調査期間

・ ２００９年（平成２１年）８月～ ２０１０年（平成２２
年）６月
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調査方法等(2) ～調査方法・項目～

 ホームページのJIS X 8341-3への対応状況
・ チェックツール
・ キーボード操作
・ 音声読み上げ
・ 目視

 ホームページの運営体制
・ 運営方針
・ 仕様書
・ 納品の際の点検
・ 利用者の意見収集窓口
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５．調査結果等
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調査の結果(1) ～ホームページの対応状況～

 調査結果

・ 調査対象ページの９割に（1,373ページ）必須項
目に係る何らかの非対応箇所

【必須項目】

・ 見出しが設定されていないもの（30機関、339ページ）

・ キーボードのみで操作できないもの（13機関、99ページ）

・ リンク画像の代替テキストが不適切（28機関、136ページ）

【推奨項目】

・レイアウトテーブルを使っているために、読み上げ順序に配慮
されていないもの

※ 改正後のJIS X 8341-3ではAに
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調査の結果(2) ～運営体制～

34機関中26機関において、配慮不十分

・ 方針等が未策定 ４機関

・ 発注の際の仕様書等においてJISへの対応を求め

ていない 12機関

・ 制作時又はリニューアル時に未検証 21機関

・ 日々の更新の際に未確認 18機関
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勧告

 改善勧告（要旨）

・ 各府省は、ホームページの企画、設計、開発、制
作、検証、保守及び運用までの各段階において、

・ 日本工業規格（JIS X 8341-3）の必須項目から優
先的にバリアフリー化を進めるなど、

・ ホームページのバリアフリー化にしっかり対応す
る必要がある
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６．事例
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事例
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リンク画像の代替テキストが空（alt=“”)
に設定されており、音声読み上げソフト
で読み飛ばされてしまう



改善例
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７．まとめ
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まとめ

 すべての人にとってインターネットは重要な情
報手段

 すべての人が利用できるようにホームページ
のバリアフリー化が必要

 しかし、各府省のホームページは、バリアフ
リー化対応に不十分な点も

 運営体制をみると、確認等も不十分な状況

 企画から保守・運用に至るまでの各段階でバ
リアフリー化に対応するよう勧告
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